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印 刷 和 光 印 刷 

（毎月2 回 1日・15日発行） 市の人口 総数51,294人（男24,586・女26,708）世帯数14,952 (2 月29日現在） 

一■一広報 

③ごしかわら 

⑨心身ともに健康で、明るい家庭をつ＜ります。 

＠自然を大切にし、力を合わせて花と緑の美しいまちをつ＜ります。 

＠平和を愛し、きまりを守り、住みよいまちをつ＜ります。 

＠文化を尊び、生涯学習をもとに心豊かな人をつくります。 

⑨未来に夢を持ち、創意と実践により栄えゆ＜郷土をつ＜ります。 

章 （昭和59年10月1日制定） 市 民 憲 
昭和63年 

..659 
わた＜したちの先人は、不擁不屈の五所川原
魂をもつてあらゆる困難を克服し新田を切り
開き、今日の活力に満ちた五所II原市を築き 
． 上げました。 
】， わた＜レたちは、この伝統を継承し、広
一 い視野に立って西北津軽の人マと協調 
： し、郷土の限りない発展を願つて、こ 
：こに市民憲章を定めます。 3-15 

J母
号
と
じ
ニ
ん
で
く
だ
さ
い
。
き
っ
と
お
役
に
立
ち
ま
す
o
 

、
 

本
市
に
、
株
奥
田
縫
製

（
本

社
・
岐
阜
市
東
川
手
町
一
一丁
目

五
十
四
番
地
）
が
進
出
す
る
こ

と
に
な
り
ニ
月
一
一
十
九日
、
市

長
公
室
で
エ
場
立
地
協
定
の
調

印
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

調
印
式
に
は
、
市
側
か
ら
森
 
 

田
市
長
、
吉
岡
助
役
、
山
田
収

入
役
ら
が
、
会
社
側
か
ら
は
奥

田
敏
光
代
表
取
締
役
、
三
上
敬

取
締
役
総
括
部
長
が
出
席
し
、
 

森
田
市
長
と
奥
田
社
長
の
間
で

協
定
書
の
調
印
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
 

調
印
式
の
後
、
森
田
市
長
は
 

「厳
し
い
経
済
事
情
に
あ
る
が
、
 

地
域
活
性
化
の
た
め
に
頑
張
っ

て
ほ
し
い
」
 
とあ
い
さ
つ
を
述

べ
、
こ
れ
に
応
え
て
奥
田
社
長

は
 
「労
使

一
体
と
な
っ
て
、
よ

い
労
働
環
境
を
つ
く
り
地
元
の
 
 

期
待
に
こ
た
え
た
い
」
 
とお
礼

を
述
べ
ま
し
た
。
 

奥
田
縫
製
で
は
、
現
地
法
人

囲
メ
ン
ズ
ピ
ア
レ
ス
を
設
立
し
、
 

市
内
大
字
湊
字
船
越
三
二
九
番

地
の
ー
に
工
場
を
開
設
す
る
も

の
で
、
地
元
か
ら
六
十
名
（
男

子
五
名
・
女
子
五
十
五
名
）
を

新
規
採
用
し
、
五
月
二
十
三
日

か
ら
操
業
開
始
の
予
定
で
す
。
 

同
社
の
主
力
製
品
は
、
紳
士

ス
ラ
ッ
ク
ス
の
縫
製
加
工
で
、
 

月
産
一
万
六
千
本
、
年
商

一
億

七
千
万
円
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。
 

同
社
は
、
本
県
で
は
木
造
町
 

・

中
里
町

・
柏
村

（
二か
所
）
 

で
操
業
し
て
お
り
、
五
番
目
の

工
場
と
な
り
ま
す
。
 

な
お
、
工
場
開
設
に
伴
う
社

貝
募
集
は
三
月
二
十
五
日
ま
で

と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

詳
し
い
こ
と
は
、
五
所
川
原

公
共
職
業
安
定
所

（
”
⑩
三
一

七

一
番
）
、市
商
工
観
光
課

（
⑩

一
一一
一
一
番
内
線
二
六
〇
番
）
、
 

ま
た
は
、
木
造
奥
田
縫
製

（@
 

一
七
三
〇
番
）
に
お
間
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。
 

紳
士
ス
ラ
ツ
ク
ス
縫
製
工
場
の
進
出
決
定
I
・
 

5
月
か
ら

操

業

開
始
  

雇
用
拡
大

の
期
待
高

ま
る
 

森田市長（右）に協定書を手渡す奥田敏光代表取締役（左） 
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《
 

去
る
ニ
月
＋
八
日
、
自
由
民

主
党
本
部
に
お
い
て
安
倍
晋
太

郎
幹
事
長
に
対
し
、
津
軽
自
動

車
道
（
青
森
・
五
所
川
原
・
鯵

ケ
沢
間
四
十
キ
ロ
）「
）
の
早
期

着
エ
と
五
所
川
原
大
橋
早
期
完

成
に
つ
い
て
陳
情
を
行
い
ま
し

た
。
 

こ
の
日
の
陳
情
に
は
、
森
田

市
長
、
川
浪
重
次
郎
市
議
会
議

長
を
は
じ
め
と
す
る
市
議
会
議
 

員
、
斎
藤
鯵
ケ
沢
町
長
（
津
軽

西
北
五
地
域
広
域
市
町
村
圏
協

議
会
副
会
長
）
が
参
加
。
 

森
田
市
長
は
、
津
軽
西
北
五

住
民
の
悲
願
で
あ
る
「
津
軽
自

動
車
道
」
 
の
早期
着
エ
と
六
十

四
年
度
完
成
予
定
の
「
五
所
川

原
大
橋
」
が
予
定
を
繰
り
あ
げ
、
 

一
日
も
早
く
完
成
す
る
よ
う
強

く
要
請
し
ま
し
た
。
 

ま
た
、
二
月
十
六
、
＋
七
の

両
日
、
関
係
町
村
長
と
と
も
に
 

岩
木
川
・
旧
十
川
の
河
川
改
修
、
 

国
道

一
〇
一
号
、
三
三
九
号
バ

イ
パ
ス
化
促
進
、
津
軽
北
部
広

域
農
道

（
新津
軽
大
橋
）
、
五

所
川
原
地
区
及
び
五
所
川
原
第

二
地
区
広
域
農
道
の
促
進
に
つ

い
て
、
建
設
省

・
農
水
省

・
地
 

元
選
出
国
会
議
員
に
陳
情
を
行
 

い
ま
し
た
。
 

松
島
地
区
の
水
田
で
二
月
一
一

十
一
日
、「第
六
回
津
軽
大
凧
を

揚
げ
る
大
会
」
が
開
か
れ
、
会

場
に
集
っ
た
津
軽
凧
フ
ァ
ン
を

喜
ば
せ
ま
し
た
。
 

同
大
会
は
、
津
軽
カ
イ
ト
ク

ラ
ブ

（
佐
藤甚
弥
会
長
）
が
主

催
し
て
い
る
も
の
で
、
県
内
は

も
と
よ
り
遠
く
は
埼
玉
、
群
馬

県
の
日
本
凧
の
会
会
員
も
駆
け

つ
け
、
六
十
三
枚
が
参
加
し
ま

し
た
。
 

こ
の
大
会
は
、
D
ク
ラ
ス

（
 

西
の
内
二
十
枚
以
上
）
か
ら
六

十
枚
以
上
の
A
ク
ラ
ス
ま
で
四

段
階
に
分
か
れ
て
争
わ
れ
、「安

定
性
J
Fう
な
り
」
「マ
ナ
ー
」
「伝

統
」
 
の
四つ
を
基
準
に
、
五
人

の
審
査
貝
に
よ
っ
て
審
査
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
 

こ
の
日
は
、
雲
の
す
き
間
か

ら
時
折
り
太
陽
が
顔
を
の
ぞ
か

せ
た
も
の
の
、
雪
も
ち
ら
つ
く

不
安
定
な
天
候
の
中
で
、
参
加
 

者
は
風
待
ち
を
 

し
な
が
ら
D
ク

ラ
ス
か
ら
順
に

揚
げ
て
い
き
ま

し
た
。
 

A
ク
ラ
ス
の

大
き
な
凧
が
出

て
く
る
と
、
会

場
を
訪
れ
て
い

た
多
く
の
観
衆

は
凧
が
揚
が
る

の
を
か
た
ず
を

の
ん
で
見
守
っ

て
い
ま
し
た
。
 

津
軽
自

動
車

道
の
早

期
着

工
な
ど
 

・
呈
こ
l

ー
ョ
万
ド・
こ
ミ
 

、1
1
，
ー
ョ
I
i
;
1
く

I
.
tよノ
‘”
【・b
”
一
一
 卜
ヒョ
 
津
軽
大

凧
を
揚
げ
る
大
会
 

9
件
を

陳

情
 
、
ヌ
車
ブ

月
そ
主
靴
厚

U編
 

開
か
れ
る
 

ー
津
軽
力
イ
ト
ク
ラ
ブ

ー
 

 

自民党の安倍幹事長（左）に津軽自動車道の早期着工を

強く要望する森田市長（中央）。右は斎藤鯵ケ沢町長 

 

自民党の安倍幹事長を囲む陳情団 

「さあ～、今度は俺たちの出番だ」 
意気上がる参加者達 



広報ごしょがわら 	 （第659号） 弘昭和63年（1988年）3 月15日 

「感謝の牌」を贈る 
東京ビルディング（株） 高橋 昭 夫氏 

森田市長（左）から「感謝の牌」を手渡される高橋昭夫氏（右）。 

』り
 
』い
 
」」
 
』与
 
、与
 
、？
 
』い
 
』い
 

心
 
』ン
 
』い
 
。
 
り
 
り
 
《い
 
り
 
り
 
、
い
 
』

・
 

静岡県・矢崎計器1朱での懇談のひととき 

愛知県・石原建設で働く皆さん 

出
稼
ぎ
者
を
 
健
康
に
気
を
つ
けて
 

激
励
訪
問
 

働
い
て
く
だ
さ
い
 

市
で
は
、
二
月
十
六
日
か
ら

七
日
間
に
わ
た
っ
て
関
東
、
東

海
方
面
の
九
事
業
所を
訪
問
し

本
市
か
ら
の
出
稼
ぎ
者
を
激
励

す
る
と
と
も
に
、
企
業
に
対
し

て
市
（
の
工
場
進
出
を働
き
か

け
ま
し
た
。
 

二
月
十
八
日
に
は
、
山
田
収

入
役
が
、
静
岡
県
天
竜
市
に
あ

る
矢
崎
計
器
（
株）
天竜
工
場
（
 

関
山
憲

ー
工
場
長）
を
訪
問
し
、
 

漆
川
工
業
団
地
の
概
要
、
高
度

技
術
に
対
応
し
た
技
術
者
の
養

成
校
で
あ
る
青
森
職
訓
短
大
の
 
 

状
況
、
ま
た
、
青
森
テ
ク
ノ
ポ

リ
ス
と
半
島
振
興
法
に
基
づ
く

指
定
を
受
け
て
い
る
こ
と
、
さ

ら
に
昨
年
新
青
森
空
港
が
ジ
ェ

ツ
ト
化
し
た
こ
と
、
四
全
総
に

津
軽
自
動
車
道
が
高
規
格
幹
線

道
路
と
し
て
盛
り
込
ま
れ
た
こ

と
な
ど
、
高
速
交
通
体
系
の
整

備
も
進
ん
で
い
る
こ
と
を
説
明

し
、
本
市
へ
の
工
場
進
出
を
働

き
か
け
ま
し
た
。
 

こ
の
後
山
田
収
入
役
は
、
木

村
幸
治
さ
ん

（
藻川
）
ほ
か
一
一

十
九
人
と
市
の
近
況
を
交
え
な
 
 

か
り
懇
談
し
ま
し
た
。
 

木
村
さ
ん
ら
は
一
様
に
「
雪

が
多
く
て
大
変
な
よ
っ
だ
が

…
」
 

と
ふ
る
さ
と
の
状
況
を
た
ず
ね

る
と
、
山
田
収
入
役
は
「
市
で

は
豪
雪
対
策
本
部
を
設
置
し
て
、
 

市
民
生
活
に
支
障
が
出
な
い
よ

う
に
頑
張
って
い
ま
す
。皆
さ
ん

も
健
康
に
気
を
つ
け
て
働
い
て

く
だ
さ
い
」
と
激
励
し
ま
し
た
。
 

ま
た
、
こ
の
ほ
か
の
事
業
所

に
は
今
利
則
民
生
部
長
が
訪
間

し
ま
し
た
。
 

私
達
の
ま
ち
に
は
、
市
長
が

推
薦
し
法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ

れ
た
人
権
擁
護
委
員
が
い
ま
す
。
 

い
じ
め
や
家
庭
内
の
い
ざ
こ

ざ
、
借
地
、
借
家
、
相
続
、
皿旦

記
、
金
銭
貸
借
等
の
問
題
に
つ

い
て
無
料
で
相
談
に
応
じ
て
い

ま
す
。
ご
相
談
は
次
の
方
々
（
 

ど
う
ぞ
。
 

（
敬
称
略）
 
 尾

崎
正
雄

（
田
町
 。
⑩
二
六
 

一
一四
番
）
 

石
井
福
太
郎
（
鎌
谷
町
 
。
⑩
 

三
四
八
〇
番
）
 

佐
々
木
初
海

（
吹畑
 
。
⑩
1
11
 

一
七
七
番
）
 

小
笠
原
徳
一
 
（
野里
 
。
⑩
」
一
 

〇
六
一
番
）
 

小
田
桐
一
雄
（
元
町
 
。
国
．
 

市
で
は
去
る
二
月
＋
七
日
、
 

東
京
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長
高
橋
昭
夫
氏

を
訪
れ
「
感
謝
の
牌
」
を
贈
り

ま
し
た
。
 

こ
の
日
は
、
森
田
市
長
を
は

じ
め
川
浪
重
次
郎
市
議
会
議
長
、
 

渋
谷
守
夫
議
貝
が
東
京
都
新
宿

区
に
あ
る
東
京
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ

本
社
を
訪
問
。
 

ふ
る
さ
と
発
展
の
た
め
ご
寄

贈
い
た
だ
い
た
、
市
立
図
書
館

十
周
年
の
お
礼
と
、
氏
の
つ
ね

に
か
わ
ら
ぬ
郷
土
愛
に
深
く
敬

意
を
表
し
、
 「感
謝
の
牌
」
を

贈
っ
た
も
の
で
す
。
 

同
氏
は
こ
れ
ま
で
も
市
に
対

し
、
あ
す
な
ろ
大
太
鼓
や
テ
レ

ビ
、
自
動
車
等
寄
贈
さ
れ
、
市

民
か
ら
大
変
感
謝
さ
れ
て
お
り

ま
す
。
 

亭
 
（
・
 り
 
り
 
ぐ
 
り
 
亭
 
、い
 
』い
 
、い
 

二
九
三
番
）
 

木
村
 
資
（
鎌
谷
町
 
か
⑩
一
一
 

四
九
三
番
）
 

対
馬
郁
夫
（
松
島
町
 
h
⑨
一1
1
 

一
二
一
番
）
 

高
橋
武
一
 
（
藻
川
 
。
⑩
二
七
 

九
四
番
）
 

長
尾
良
治

（
松
野
木
 か
⑩
」
一
 

九
六
二
番
）
 

人
権
擁
護
委
員
制
度
を
ご
存
じ
で
す
か
ノ
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N
T
T
五
所

川
原
電
報
電
話

局
（
奈
良
助
信

局
長
）
で
は
一
一

月
二
十
九
日
、
 

市
役
所
を
訪
れ
、
 

耳
や
言
葉
が
不

自
由
な
人
達
が

電
話
連
絡
を
依

頼
す
る
際
に
使

用
す
る
「
電
話

お
願
い
手
帳
」
 

百
五
十
冊
を
森
 

左
 

長
 

局
 

良
 

奈
 

す
 

渡
 

手
 

を
 

帳
 

手
 

一
 
》
 

長
 

市
 

田
 

森
 

未
仕
と信
頼
 

の
市
改
 

尾 

0 

交
通
災
害
共
済
年
額
卿
円
 

家
族
そ

ろ
っ

て
加
入
し

ま
し
よ

う
 

「
巨
巳
工
白
 

巨
ニ
‘
 二
ニ
ロ
 

社
会
福
祉
に
と
3
0万
円
 

布
屋
町

の
平

山

さ
ん
 

社
会
福
祉
に
と
1
3万
5
千
円
余

津
軽
野

・長
橋
・
 

左
 

ん
 

さ
 」

」熱
聾
 

平
協

5
7・
歯
科
医師
）
 

響
二
鷲
」
 

を
社
訪
れ
社
会
福
祉
 

碑
姉

に
役
立
て
て
く

目
敏
コ
ィ

い
ニ
ン

ー
 

に
認
 
ださ
い
と
三
十
 

長
山

万
円
を
寄
付
、
 

市
平

呆
日
片
「
えニ
二、
 

こ
れ
は
、
去
る
十
二
月
二
十

一
日
に
亡
く
な
ら
れ
た
ご
母
堂

ス
エ
さ
ん
の
生
前
の
ご
遺
志
に

よ
る
も
の
で
す
。
 

ス
エ
さ
ん
は
、
昭
和
三
十
四

年
か
ら
＋
八
年
間
に
わ
た
っ
て

人
権
擁
護
委
貝
、
ま
た
、
昭
和

二
十
八
年
か
ら
連
続
六
期
民
生
 

・

児
童
委
貝
、
昭
和
三
十
五
年

か
ら
二
十
三
年
間
に
わ
た
っ
て

調
停
委
員
を
歴
任
さ
れ
、
社
会

福
祉
の
た
め
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。
 

田
市
長
に
手
渡
し
ま
し
た
。
 

こ
の
手
帳
に
は
、
 一
一
〇
番
 

・

一
一
九
番通
報
用
か
ら
始
ま

り
相
手
先
の
名
前
や
電
話
番
号

を
記
入
し
た
ペ
ー
ジ
が
続
い
て

お
り
、
近
く
に
い
る
人
に
電
話

を
依
頼
す
る
際
、
非
常
に
便
利

な
内
容
に
な
っ
て
い
ま
す
。
 

こ
の
寄
贈
に
対
し
森
田
市
長

は
「
ご
好
意
大
変
感
謝
い
た
し

ま
す
。
有
効
に
活
用
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
」
と
お
礼
を
述
べ

ま
し
た
。
 

こ
の
寄
付
に
対
し
森
田
市
長

は
「
ご
好
意
に
対
し
感
謝
い
た

し
ま
す
。
社
会
福
祉
の
た
め
に

役
立
た
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
」
 

と
お
礼
を
述
べ
ま
し
た
。
 

市
で
は
、
こ
の
寄
付
を市
社

会
福
祉
協
議
会
の
福
祉
基
金
に

預
託
し
ま
し
た
。
 

《

』
 

市
で
は
、
こ
の
手
帳
を市
福

祉
事
務
所
を
通
じ
て
希
望
者
に

差
し
上
げ
ま
す
。
 

手
帳
の
ほ
し
い
方
は
、
同
事

務
所
福
祉
係
（
。
O
二
一
一
一

番
内
線
二
一
〇
番
）
へ
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。
 

社
会
福
祉
法
人
・
松
島
中
央

厚
生
会

（
渋
谷守
夫
理
事
長

・

津
軽
野
保
育
園
、長
橋
保
育
園
）
 

と
同
さ
か
え
会
（
渋
谷省
吾
理

事
長
・
さ
か
え
保
育
園
）
で
は

二
月
二
十
九
日
、
両
理
事
長
と

そ
れ
ぞ
れ
の
保
育
園
の
先
生
、
 

園
児
な
ど
合
わ
せ
て
九
人
が
市

役
所
を
訪
れ
、
社
会
福
祉
に
役
 

さ
か
え
保
育
園
 

立
て
て
く
だ
さ
い
と
十
三
万
五

千
四
十
二
円
を
寄
付
、
平
山
誠

敏
市
社
会
福
祉
協
議
会
長
に
手

渡
し
ま
し
た
。
 

こ
れ
は
、
前
日
市
民
文
化
会

館
で
三
園
合
同
の
「
第
二
回
チ

ヤ
リ
テ
ィ

ー
音
楽
発
表
会
」
を

開
い
た
際
の
入
場
者
か
ら
の
募

金
と
三
園
の
園
児
達
が
園
の
募
 

金
箱
に
寄
せ
た
 

お
金
を
寄
付
し

た
も
の
で
す
。
 

こ
の
寄
付
に

対
し
平
山
会
長

は
「
ご
好
意
あ

り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
社
会

福
祉
の
た
め
に

十
分
役
立
た
せ

て
い
た
だ
き
ま

す
」
と
お
礼
を

述
べ
ま
し
た
。
 

日
目
  
J
~
i
f
ー
．ノ

森
右
 
の目
録
を
手
渡
 

し
ま
し
た
。
 

お

願
い

手

帳

」
を
プ
レ

ゼ

ン
ト
 

N
T
T
五
所
川
原
電

報
電

話
局
 

平山誠敏市社会福祉協議会長に目録を
手渡す園児たち。後列は保育園関係者。 

r
 

,
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親しまれ愛される名称を募集します” 
待望久しかった市民プールが、この 7 月に完

成し供用開始される予定であります。この公園

が市民から広く親しまれ、愛されるような名秘く

を募集します。たく さんのご応募をお待ちしま

す。 

当公園は、昭和61年度から幾世森地区におし、 

て都市計画公園事業として整備を進めておりま

すが、直汗責22,000平方メートノレで、市民フ。ーノレ 

(50メートル・ 8 コース及ひ’幼児プーノレ）をは

じめ、ゲートボール場、児童園地、多目的広場

など市民の憩いとレクリェーションの場として 

1舌月Iさ才1、昭和67年度（予定）の完成とともに

オープンされることになっています。 

応 募 要 領 

@)I応募資格 日召和63年 4 月 1 日現在五所川原市

に居住している人 

@)I応募方法 官製ノ、カ’ーギに 「名称（簡単にその

理由などもつけて）、住所、氏名、 

年令、性別、電話番号」 をご記入

のうえ、名称募集係まで・お送りく

ださい。 （ハカ’“キ 1枚につき 1案。 

お 1人何枚でも可） 

@）」応募期間 4 月1 日～ 4 月30日 （当日1肖印有

効） 

⑥発 表 6 月15日号の市広報に掲載します。 

また、入賞作品（特選 1点、入選 

3 点、佳作 6 点）の応募者には記

念品を贈呈します。 

@r5 募 先 〒037 五所川原市字岩木町12番地

五所川原市役所建設部 

都市建設課内・名称募集係

電話 3 5 一 2 1 1 1番

内線 3 6 3 番 

(1）交通事故発生状況 	 （五所川原警察署提供／昭和63年 2 月29日現在） 

鵬
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駅 前 ＝ 	好 毘沙 IlI 」 飯 	詰 松 	島 栄 長 	橋 長 	橋 ヒ 	和 梅 	沢 
（梅泉地区） 2
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死亡事故 
0 

継統口数 
25 12 6,264 961 2,499 653 449 151 259 834 6,264 

(2）死亡事故発生状況 

\ 発 生 日 時 発 生 場 所 第 1当事者 第 2 当事者 状 	 況 

1 63. 2. 4 15 :10 字柏原町 1 丸大交差点 大型貨物自動車 歩行者 大型貨！1勿自動車が道路横断の老
女をひいた 

？

一
  

63. 2. 17 20:40 大字鶴ケ岡字鎌田309-1 普通乗用車 歩行者 地吹雪の中、走行中の普通乗用
車が歩行者に衝突 
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地価評価等に関する 
無料相談会と地価の公示 
毎年 4 月は「地価公ソJに普及月間」 です。 

この行事の 一環として専門家による地価評価

等に関する無料相言炎会が開催されますので、地

価に関して知りたいこと、悩みごとのある方は、 

お気軽に足を運んでみてはいかがですか。 

G凄利6は目談会 

ン実施日時・場所 4 月 8 日 （金） 

青森市文化会館 4 階小会議室（午前10時～正

午、午後 1時～ 3 時） 

弘前市役所 2 階大会議室（午後1時～ 4 時） 

実施主体 （社）日本不動産鑑定協会青森部会

③地価公示・地価調査による地価の公表 

国・県では、各地域で標準的な使われ方をし

ている土地を選んで、その標準地・基準地の適

正な土地価格（正常価格） を公表して、土地を

売買する際などの目安としていただいています。 

~- 地 価i 公 ソ」、 
（標準」t」l) 

地 価 講I 査 
（基準地） 

調 査機関 国 土 I寺 青 森 県 

対象市町村 17 市田］一村 
(8市9町才寸） 67全市町村 

価格の公刀ミ 
（価格時点） ノ

“
、
 

4
1
 

月
月
 

1
1
 

日
日
 

う
  

1
07
  

月
月
 

1
1
 

日
日
 

③ 「正常価格」 は市役所で自由に閲覧できます 

「正常価格」 とは、売り手にも買い手にも片

寄らない通常成立する~と1認められる価格です。 

詳しい内容については、市役所（企画室）で

自由にご覧になれますので、おたずねください。 

課税台帳の縦覧を．ノ 
一 	 固定資産登録の確認をしましょう 

市で1よ、昭和63年度の評価替えにより固定資

産課税台帳を次の日程で縦覧に供します。 

関係者は各自の固定資産課税台帳を縦覧し、 

登録された事項を確認してくノごさい。 

これは、固定資産の訓i価額など63年度の固定

資産税と都市計画税の税額の算定の基礎となる

ものです。 

特に、昨年中に家屋を新増築したり、土地を

取得された方は必、ず縦覧しましょう。 

なお、登録された事項に不服がある場合は、 

4 月30日まで’の間に固定資産評価審査委員会に

審査の申し立てをすることがで・きます。 

レ縦覧期間 4 月1 日～ 4 月20日 （ただし、 日

曜日は除きます）平日は午前 8 時30分から午

後 4 時45分まで。土曜日は午前 8 時30分から

午後 0 時15分まで。 

※詳しいことは、市税務課（廿⑩2111番内線 2 

0 1番）へどうぞ。 

「春の三陸と遠野の道」 

参加者募集 
青森県歴史の j直整備促進協議会で1ま、春の三

陸と遠野の道めぐりを行います。 

みなさんの多数のご参加をお待ちしておりま

す。 

＞日時 4 月 9 日 （土） -10日 （日） 

ンコース 

09 日 五所川原中三前→鶴田町役場前→板柳

信用金庫前→盛岡→浄土ケ浜（昼食）→釜石

観音→遠野博ど物館→鍋倉城跡→水光園泊（語

り音β） 

01o日 水光園→宮沢賢治記念館→南部会館（ 

昼食）→南部鉄器→岩手県立博物館→板柳→ 

鶴田→中三前（解散19:00) 

ン集合場所・時間 中三デパート前（市内本町） 

午前 5 時30分、まで・ 

＞会費 1人18,300P1(昼二食・見学料・宿I白料） 

ン申し込み先 青森市大字松森字佃 青森県歴

史の道整備イ足進協議会事務局（か01 77④1064 

番） 

ン申し込み締切 4 月 5 日 （火） 

ン申し込み受イ寸時間 午前 8 時30分～午後 4 時

まーで（日曜日を除く） 

u出会いをもとめて万 

第2回青年のフエスティバル 
第 1回・第 2 回県青年の船に参加した若者達

がェネルギーを結集し、 『出会いをもとめて』 

をテーマにフェスティバルを開きます。 

西北五の多くの若者達の参加を待っています。 

ン日時 3 月20日 （日）午後 2 時30分～ 6 時

ン場所 市中央公民館 

ン内容 交I充会、サークルの発表、講話、青年

の船のPR、アンケート調査、質疑応答

※詳しいことは、木村智明さん（市教育委員会

雪電5>2111番内線 2 5 0 番）へお問い合わせく

えゴさい。 

主催 県青年の船の会五所川原市フェスティノぐ

ル実行二委員会‘21クラブ） 

商業統計調査員募集 
昭和63年 6 月 1 日実施の商業制C計調査員を募 

集します七 I市民で20歳以上60歳未満の方） 

＞募集人員 10名 

ン申込締-I;刀 3 月25日 

なお、詳しいことは市秘書企画課統計調査係 

（胃⑩21 11番内線 3 1 9 番）へどうぞ。 

r 
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児童手当改正の 
おしらせ 

昭和63年 4 月1 日からは義務教育就学前の児 

童を含む18歳未満の児童を 2 人以上養育してし、 

る人で叫又入が一定の額未満の場合に 2 番目の児 

童から支給されます。 

なお、 自分のお子さんでなくても、その児童 

を監護し、一定の生計関係があれば受給できる 

場合があります。 

また、義務教育就学前の児童には、やむを得 

ない事由のため就学困難と認められ、現に就学 

していない児童が含まれます。 

ン受給資格者 

昭和57年 4 月 2 日」』丈後に生まれた児童（ 4 月 

1 日現在で満 6 歳未満） を含む18歳未満の児童 

を 2 人以上養育していること。 

ン支給額 

児童手当の額は、 2 人目の子どもについては、 

月額2,500円、3 メ、目以降の子どもについては、 

1人につき月額5,000円が支給されます。 

現在申請書を受付一中です。 

申請書を提出されないと受給することができ 

ません。 

実際の支まムいは 6 月からになります。 

なお、公務貝については、事業所からの支まl、 

いになりますのでリ冒出は不要ですロ 

ン申請の際に必要なもの 

(1）保険証 

(2）銀行の口座番号 

(3）印鑑 

(4）児童手当用所得等証明書（税務課から） 

ただし本年 1月1 日」』よ降に転入の方は前住所 

地から。 

詳しいことは市民課（か国）2 111番内線276番） 

へどうぞ。 

労働基準法が 	毒事雄“一 

改正されました 
一五所川原労働基準監督署ー 

法定労働時間を週40時間労働制にむけて段階

的に短縮することなどを内容とする労働基準法

の改正が行われ、 4 月 1 日から施行されます。 

〇新しい法定労ィ動日寺間は 1週46時間（現行48時

間）、一日 8 時間（一定の規模または業種に属

する事業については、 3 年間の猶子措置があ

り、日召和66年 3 月31日まで”の間は、現行どお

り週48時間、一日 8 時間） となります。 

※ 1週間の法定労働時間は、改正後 3 年を目

途に44時間とし、 また、1990年代前半のなる

べく早い時期に40時間とする子定です。各事

業場では、週40時間に向けて計画的に労働時

間の短縮を進めていく ことが望まれます。 

〇変形労働時間制一 3 か月単位の変形ダ引動時間

制やフレックスタイム制などの変形労働時間

制が、一定の要イ牛の下に、採用できるように

なりました。 

※こ才1は、労使の工夫により、週休 2 日制の

普及、年間休日日数く7け曽加、業務の繁閑に応

じた労倒1時間の配分等を行うことによって、 

労働1時間を短縮することを目的とするもので’ 

す。 

〇年次有給休暇の最低付与日数は現行の 6 日か

ら10日に弓は上げられます。（なお、規模300 

人以下の事業については、猶予措置がありま

す。 

〇詳しくは、五所川原労イ動基準監督署（”国）23 

09番）へおたずねくノごさし、 

事業主の皆さん一労働保険の , 
申告・納付はお済みですか 

昭和62年度確定・昭和63年度概算保険料の申 

告の時期がきました。 

提出期限は 5月 16日です。 

早めにお近くの銀行又は、剰馴更局等へ提出・ 

納付一してくノごさい。 

又、 申告納付が同時にできないときは、申告 

書と納付書を切り離して、申告書だけは提出し 

てくノごさい。 

申告書受ィ寸及び’作成指導を下言己のとおり行い 

ます。 

レ日時 4 月20日 午前10時～午後 3 日寺 

レ場所 五所川原職業安定協会 

詳しいことは、青森労働基準局（か0177(2つ51 

46番）へお問い合ゾっせくノごさい。 

, 
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乳幼児の健康診査 
レ場所 市保健センター 

ン受付時間 午後 1時～ 1時30分まで。 

ン持参するもの 母子健康手帳、バスタオル。 

3 歳児は尿検査も行いますので、当日小ビン

に尿を入れーてもってきてくノごさい。 

※注意 （ユ)6 カ月児健康相討乏の際に、神経芽細

胞腫（小児がん）の検査セッ トを配付ーしますが、 

当日つごうで来れない場合は、母子健康手帳を

もって衛生課窓口にセッ トをもらいにきてくノご

さい。（ただし生後 6 カ月、 7 カ月児に限る）。 

②病気療養中（特に伝染性の病気）のお子さん

はご遠慮ください。 

お問い合わせは、市衛生課（内線 2 6 8. 2 

~  7 2番）へどうぞ。 

月 令 対 象 児 期 	日 内 容 

3 カ 月児 S 62年12月生 4 月12日（火） 健康診査 

6 力 月 児 S62年 9 月生 4 月19日（幻 健康相談 

1 	歳 児 S62年 3 月生 4 月25日（月） 健康相談 

I歳6カ月児 S61年10月生 4 月26日（刃 健康診査 

3 歳 児 S59年12月生 4 月21日困 健康診査 

胃がん検診のお知らせ 
市では、胃がん・大腸がん集団検診（同時検診 

ーセッ ト） を 4 月19日から23日、26日から28日、 

5 月10日カ、ら11日、24日カ、ら28日、 6 月 7 日カ、 

ら11日、14日から18日、28日から29日、10月28 

日から29日までの計29日間にわたって行います。 

ン対象者 40歳以上の市民（ S ・24・ 3 ・31ま 

~ でに生ま才Lた方）。ただし妊産婦と職場等で検

診を受けられる人は除きます。 

ン申し込み先 市衛生課又は市役所各支所、地

区保健協力員。 

ン申し込み方法 申し込み書を各地区保健協力

貝、市役所各支所、衛生課に備え付けしてし、 

ますので、それに住所、氏名、電話番号を記

入のうえ申し込んでください。 

ン検診（査） 日・検診（査）場所 後日申し込

み者に直接通知いたします。 

レ検診（査）料金 胃がん検診は五所川原市国

民健康保険加入者700円、その他の保険加入者

は1,200F月。（大腸がん検診料含む） 

料金は検診会場で徴」収いたします。 

生活保護、市民税非課税世帯、70歳以上は無

米斗で・す。（証明書提出） 

ン問い合せ先 市衛生課予防衛生係 

（廿内線272・268番） 

「市役所の電話番号は⑩2111番 

4月の保健センター相談日 
4 月 1・ 8 ・15・22日です。（毎週金曜日） 

レ時間 zF前10時～午後 38寺 

ン内容 保健婦が血圧測定、尿検査を含めた健

康相談に応じますので“、赤ちゃんからお年寄

りまで、お気軽にご利用くノごさい。 

お問い合わせは市衛生課へ（費内線 268番） 

小児マヒ（ポリオ）予防 
生ワクチン投与 

ン対象幼児 

実施
時期 投 与 対 象 名 回 数 備 	考 

4
 

1
4
 
 

昭和62年 1月 1日から
昭和62年1月31日まで
に生まれた方 

2 回目 62年 5 月に 1回目の
投与を受けた方 

昭和62年 2 月1日から
昭和62年12月31日まで
に生まれた方 

1回目 

5
 

1
4
 
 

昭和62年 2 月 1日から
昭和62年12月31日まで
に生まれた方 

2 回目 

昭和63年 1月1日から
昭和63年1月31日まで
に生まれた方 

1回目 
この対象者は、64年 4 
月に 2 回目の投与を受 
けることになります。 

レご注意 

上記以外の乳幼児で、生後 3 か月から48か月 

までに受けたことのない乳幼児も対象となり 

ます。ただし、実施時期に生後48か月を経過 

した乳幼児は除きます。 

＞料金 無米斗 

ンお願い 

1．母子健康手帳を必ず持参してください。 

2．当日の朝必、ず体温を計ってきてくノごさい。 

3．お子さんの体質を良く知っている方がお連 

れくノごさい。 

レ受イ寸時間 午後1時から 1時30分までです。 

市内の医療機関では、受けられませんのでこ 

の機会に‘必ず受けるようにしてください。 

レ地区別日手呈 

地 区 別 実施場所 2 回目 
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4 月20日困 6 月 1日困 
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